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原
稿
を
書
い
て
い
る
今
、
私
は
宜
野
湾
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
保
育
サ
ポ
ー
ト
養

成
講
座
を
受
け
て
い
る
真
っ
最
中
で
す
。
 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
、
「
子

育
て
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い
人
」
と
「
子
育
て
の

援
助
を
し
た
い
人
」
が
会
員
（
宜
野
湾
市
で
は
お

願
い
会
員
・
ま
か
せ
て
会
員
と
い
う
）
と
な
っ
て
、

お
互
い
に
子
育
て
を
支
え
合
い
、
助
け
合
う
地
域

の
相
互
援
助
活
動
組
織
で
す
。
県
内
で
は
、
那
覇

市
・
浦
添
市
・
名
護
市
・
う
る
ま
市
・
沖
縄
市
・

宮
古
島
市
で
す
で
に
発
足
し
て
い
ま
す
。
主
な
援

助
内
容
は
、
保
育
所
、
学
校
等
の
開
始
前
や
終
了

後
の
子
供
の
送
迎
や
、
自
宅
で
の
預
か
り
で
す
。

ま
た
保
護
者
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
為
や
急
な
用

事
の
間
、
子
ど
も
を
預
か
る
等
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
 

　
宜
野
湾
市
内
に
は
、
公
立
法
人
保
育
所
に
入
れ

な
い
待
機
児
童
が
五
〇
〇
名
以
上
い
る
の
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
既
存
の
保
育
施
設
で
は
応
じ
ら

れ
な
い
隙
間
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
の
で
す
。
 

　
宜
野
湾
市
は
導
入
し
た
ば
か
り
で
、
私
達
受
講

生
は
第
一
期
生
と
な
り
ま
す
。
初
日
の
今
日
は
ま

ず
事
業
説
明
。
そ
の
後
、
琉
大
教
授
・
公
立
幼
稚

園
副
園
長
･
小
児
科
医
に
よ
る
各
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

　
ど
れ
も
子
ど
も
を
持
つ
親
に
と
っ
て
は
興
味
深

く
、
楽
し
く
受
講
出
来
ま
し
た
。
二
日
目
は
消
防

署
で
の
救
命
講
習
と
幼
稚
園
体
験
。
三
日
目
は
栄

養
士
に
よ
る
食
事
指
導
と
調
理
実
習
に
よ
る
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
取
り
扱
い
指
導
が
あ
り
、
晴
れ
て

会
員
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
受
講
人
数
は
五

三
名
。
三
〇
代
〜
六
〇
代
の
女
性
が
多
い
よ
う
で

し
た
。
他
市
と
違
っ
た
特
徴
は
、
男
性
が
五
名
も

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
保
育
さ
れ
る
子
ど
も
の

中
に
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
が
で
き
る
男
性

が
い
い
と
の
希
望
も
あ
る
よ
う
で
心
強
い
存
在
で

す
。
 

　
ま
た
「
お
願
い
会
員
」
と
「
ま
か
せ
て
会
員
」

の
両
方
を
兼
ね
た
「
ど
っ
ち
も
会
員
」
の
割
合
も

多
く
、
実
際
今
日
の
講
習
中
に
一
三
名
の
子
ど
も

が
託
児
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
私
も
そ
の
一
人
で
、
三
人
の
子
ど
も
が
お
り
、

保
育
を
依
頼
さ
れ
る
よ
り
こ
ち
ら
が
お
願
い
す
る

機
会
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
所
で
困
っ

て
い
る
保
護
者
の
方
が
い
た
ら
、
少
し
で
も
力
に

な
り
支
え
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
会
員
は
今
後
も
募
集
さ
れ
て
い
く
そ
う
で
す
の

で
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
問
い
合
わ
せ
先
　
宜
野
湾
市
役
所
産
業
振
興
課
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一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
三
月

に
那
覇
・
嘉
手
納
間
を
結
ぶ
沖
縄
県

営
鉄
道
嘉
手
納
線
が
竣
工
し
ま
し
た
。

「
ケ
ー
ビ
ン
（
軽
便
）
」
の
名
で
親

し
ま
れ
た
鉄
道
の
敷
設
は
、
交
通
量

の
増
加
と
、
嘉
手
納
の
製
糖
工
場
へ

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
運
搬
の
効
率
化
が
ね

ら
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
 

　
宜
野
湾
に
は
、
大
山
・
真
志
喜
・

大
謝
名
に
駅
が
置
か
れ
ま
し
た
。
駅

が
設
置
さ
れ
た
と
は
い
え
、
人
び
と

の
移
動
手
段
は
主
に
徒
歩
で
し
た
。

鉄
道
と
駅
の
利
用
と
い
え
ば
、
宇
地

泊
で
は
漁
で
獲
た
魚
を
、
大
山
で
は

山
桃
を
駅
で
販
売
し
た
り
、
那
覇
へ

売
り
に
行
き
ま
し
た
。
駅
で
の
販
売

に
は
、
場
所
取
り
を
め
ぐ
っ
て
ち
ょ

っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
と
か
。

ま
た
、
三
駅
の
中
で
大
山
駅
は
特
に

賑
わ
い
を
み
せ
て
、
製
糖
期
に
は
村

内
各
字
か
ら
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
ト
ロ

ッ
コ
や
荷
馬
車
を
利
用
し
て
駅
に
集

め
ら
れ
、
嘉
手
納
へ
運
ば
れ
て
い
き

ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
軽
便
鉄
道
も
沖
縄
戦

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
今
で
は
線
路

跡
の
一
部
が
道
路
と
し
て
残
る
の
み

で
す
。
当
時
、
西
海
岸
に
面
し
た
鉄

道
の
車
窓
か
ら
眺
め
る
景
色
は
、
現

在
と
は
異
な
り
、
と
て
も
美
し
い
光

景
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

「宜野湾市史」への問い合せ 

　教育委員会文化課1893-4431

ふ
せ
つ 

ケ
ー
ビ
ン 

ケ
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ビ
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エ
プ
ロ
ン
通
信
員
　
宮
里
　
希
見
子 

大山駅で乗馬に興ずる米兵（1945年）〈上〉と、 

現在の大山駅跡〈下〉。 

　
平
成
十
八
年
十
一
月
号
に
掲
載
し
た
「
嘉
数
小

六
年
二
組
の
力
」
で
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
子
ど
も
達
も
、

大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
支
援
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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